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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第93期

第２四半期連結
累計期間

第94期
第２四半期連結
累計期間

第93期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （百万円） 9,883 10,927 21,827

経常利益 （百万円） 148 369 1,109

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 19 245 1,158

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 143 376 1,742

純資産額 （百万円） 22,735 24,472 24,334

総資産額 （百万円） 29,405 30,864 31,355

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 0.59 7.44 35.10

自己資本比率 （％） 76.2 78.2 76.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,939 534 2,522

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △726 △1,011 △1,405

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △126 △143 △210

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 5,792 4,992 5,682

 

回次
第93期

第２四半期連結
会計期間

第94期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自2020年７月１日
至2020年９月30日

自2021年７月１日
至2021年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.73 2.55

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期

間の期首から適用しており、当第２四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会

計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の普及や各国政府の経済対策によ

り、米国・欧州を中心に経済は回復基調で推移しております。一方で、感染再拡大の波が断続的に発生してお

り、景気の先行きは一進一退の状況が続いております。

　このような経済状況の中、当社グループの市場では、脱炭素への社会的な要請を背景とした電気自動車の需要

が継続的に拡大しております。一方、電力／産業のインフラ設備に関しましては、需要が低調に推移しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、電力機器システムでは減収となりましたが、コンデン

サ・モジュールのｘＥＶ用コンデンサが大きく伸長したことで、合計では前年同期比10.6％増加の10,927百万円

となりました。

　損益につきましては、電子部品他部材の供給逼迫の影響による仕入価格の高騰の影響もありましたが、コスト

改善の着実な進展もあり、営業利益305百万円（前年同期比233.0％の増加）、経常利益369百万円（前年同期比

148.5％の増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は245百万円（前年同期の親会社株主に帰属する四半期純

利益は19百万円）となりました。

　なお、会計方針の変更として、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用しています。詳細については、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務

諸表　注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

 

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①コンデンサ・モジュール

　ｘＥＶ用コンデンサが一部客先での生産調整の影響から回復し、大きく伸長した結果、売上高は8,265百万

円（前年同期比17.9％増加）となりました。

②電力機器システム

　力率改善装置、電力品質改善装置が低調に推移した結果、売上高は2,661百万円（前年同期比7.3％減少）

となりました。

 

　財政状態の分析は次のとおりであります。

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は30,864百万円となり、前連結会計年度末に比べ490百万円の減

少となりました。増減の主なものは、現金及び預金の減少689百万円、受取手形及び売掛金の減少326百万円及び

機械装置及び運搬具の増加247百万円等によるものであります。

　負債は6,392百万円となり、前連結会計年度末に比べ628百万円の減少となりました。増減の主なものは、未

払費用の減少334百万円、未払法人税等の減少121百万円及び賞与引当金の減少92百万円等であります。

　純資産は24,472百万円となり、自己資本比率は78.2％と1.7ポイント増加いたしました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、4,992百万円となり、前連結会計年度末に比べ689百

万円の減少、前年同期比799百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動におけるキャッシュ・フローは、534百万円の収入となり、前年

同期比1,404百万円の収入の減少となりました。これは主に、売上債権の増減額の減少等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動におけるキャッシュ・フローは、1,011百万円の支出となり、前

年同期比285百万円の支出の増加となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出の増加等によるも

のです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動におけるキャッシュ・フローは、143百万円の支出となり、前年

同期比16百万円の支出の増加となりました。これは主に、配当金の支払額の増加等によるものです。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、341百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 128,503,000

計 128,503,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 33,061,003 33,061,003
東京証券取引所

(市場第二部)

単元株式数は

100株で

あります。

計 33,061,003 33,061,003 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
－ 33,061 － 5,001,745 － 1,300,000
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式
を除く。）
の総数に対
する所有株
式数の割合
（％）

三菱電機株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７番３号 6,980 21.16

株式会社村田製作所 京都府長岡京市東神足１丁目10番１号 4,471 13.55

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL

（常任代理人　ゴールドマン・サックス証券

株式会社）

PLUMTREE COURT，25 SHOE LANE，LONDON

EC4A 4AU，U.K.

（東京都港区六本木６丁目10番１号）

4,164 12.62

NOMURA PB NOMINEES TK1 LIMITED

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB,UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋１丁目13番１号）

2,037 6.17

NPBN-SHOKORO LIMITED

（常任代理人　野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB,UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋１丁目13番１号）

1,522 4.61

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 1,299 3.94

指月協友持株会 兵庫県西宮市大社町10番45号 934 2.83

株式会社みなと銀行 兵庫県神戸市中央区三宮町２丁目１番１号 925 2.80

MSIP CLIENT SECURITIES

（常任代理人　モルガン・スタンレーMUFG証

券株式会社）

25 Cabot Square,Canary Wharf, London

E14 4QA, U.K.

（東京都千代田区大手町１丁目９番７号）

506 1.53

株式会社日本カストディ銀行　（信託口９） 東京都中央区晴海１丁目８番12号 490 1.49

計 － 23,330 70.71

 （注）１．当第２四半期会計期間末現在における、信託銀行の信託業務の株式数につきましては、当社として把握する

事ができないため記載しておりません。

２．2021年４月21日付で公共の縦覧に供されている大量保有報告書に関する変更報告書において、タワー投資顧

問株式会社が2021年４月19日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2021

年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。

なお、その大量保有報告書に関する変更報告書の内容は以下のとおりであります。

大量保有者     タワー投資顧問株式会社

住所           東京都港区芝大門１丁目２番18号　野依ビル２階

保有株券等の数 株式 8,044,000株

株券等保有割合 24.33％
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    （2021年９月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
 － － －

議決権制限株式

（その他）
 － － －

完全議決権株式

（自己株式等）
普通株式 64,500 － －

完全議決権株式

（その他）
普通株式 32,966,000 329,600 －

単元未満株式 普通株式 30,503 －
一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数  33,061,003 － －

総株主の議決権  － 329,600 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数60個が含まれておりません。

２．「単元未満株式」には、当社所有の自己株式12株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    （2021年９月30日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱指月電機製作所
兵庫県西宮市大社町

10番45号
64,500 － 64,500 0.20

計 － 64,500 － 64,500 0.20

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から

2021年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,682,017 4,992,784

受取手形及び売掛金 5,590,763 5,264,655

電子記録債権 2,121,799 2,156,853

商品及び製品 757,558 750,999

仕掛品 436,971 443,119

原材料及び貯蔵品 721,422 860,037

その他 125,755 124,386

貸倒引当金 △6,906 △6,414

流動資産合計 15,429,383 14,586,420

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,306,183 4,174,221

機械装置及び運搬具（純額） 2,994,931 3,242,637

土地 4,122,779 4,122,992

建設仮勘定 1,063,191 1,245,934

その他（純額） 284,657 279,138

有形固定資産合計 12,771,742 13,064,924

無形固定資産   

ソフトウエア 110,685 144,422

その他 337,807 353,167

無形固定資産合計 448,493 497,589

投資その他の資産   

投資有価証券 1,784,800 1,958,958

長期貸付金 343,153 307,829

繰延税金資産 363,095 246,385

退職給付に係る資産 131,516 126,311

その他 82,998 76,085

貸倒引当金 △30 △30

投資その他の資産合計 2,705,534 2,715,540

固定資産合計 15,925,770 16,278,054

資産合計 31,355,153 30,864,475
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,128,897 1,161,916

未払費用 1,084,052 749,972

未払法人税等 208,959 87,676

賞与引当金 492,047 399,240

役員賞与引当金 40,000 10,000

製品保証引当金 256,080 227,382

その他 579,738 403,555

流動負債合計 3,789,775 3,039,744

固定負債   

長期借入金 1,800,000 1,893,539

長期未払費用 140,964 138,077

再評価に係る繰延税金負債 1,001,965 1,001,965

退職給付に係る負債 213,767 225,574

その他 74,142 93,454

固定負債合計 3,230,839 3,352,611

負債合計 7,020,614 6,392,356

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,001,745 5,001,745

資本剰余金 4,276,006 4,276,006

利益剰余金 12,266,872 12,278,337

自己株式 △21,362 △21,512

株主資本合計 21,523,262 21,534,577

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 968,775 1,096,181

土地再評価差額金 1,971,993 1,971,993

為替換算調整勘定 △660,838 △628,977

退職給付に係る調整累計額 173,979 164,880

その他の包括利益累計額合計 2,453,909 2,604,077

非支配株主持分 357,366 333,464

純資産合計 24,334,539 24,472,119

負債純資産合計 31,355,153 30,864,475
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 9,883,103 10,927,599

売上原価 7,639,838 8,594,819

売上総利益 2,243,264 2,332,780

販売費及び一般管理費   

給料及び賃金 533,273 540,558

賞与引当金繰入額 84,870 90,507

役員賞与引当金繰入額 － 10,000

製品保証引当金繰入額 12,328 －

退職給付費用 21,448 18,705

その他 1,499,565 1,367,388

販売費及び一般管理費合計 2,151,486 2,027,160

営業利益 91,778 305,619

営業外収益   

受取利息 3,806 2,795

受取配当金 15,306 17,448

固定資産賃貸料 21,751 22,231

為替差益 － 2,346

スクラップ売却益 49,726 90,980

売電収入 15,990 12,968

助成金収入 76,804 21,133

その他 31,411 23,977

営業外収益合計 214,797 193,880

営業外費用   

支払利息 2,712 5,906

持分法による投資損失 69,259 74,221

債権売却損 8,993 1,949

為替差損 46,473 －

売電費用 8,794 7,603

その他 21,834 40,782

営業外費用合計 158,067 130,462

経常利益 148,508 369,037

特別利益   

投資有価証券売却益 22,310 －

特別利益合計 22,310 －

税金等調整前四半期純利益 170,818 369,037

法人税、住民税及び事業税 129,892 32,101

法人税等調整額 18,740 85,756

法人税等合計 148,632 117,858

四半期純利益 22,186 251,179

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,773 5,554

親会社株主に帰属する四半期純利益 19,412 245,625
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 22,186 251,179

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 140,473 127,405

為替換算調整勘定 △15,854 7,189

退職給付に係る調整額 △3,376 △9,098

その他の包括利益合計 121,242 125,495

四半期包括利益 143,428 376,675

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 140,221 395,792

非支配株主に係る四半期包括利益 3,206 △19,117
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 170,818 369,037

減価償却費 609,513 615,594

貸倒引当金の増減額（△は減少） △200 △70

賞与引当金の増減額（△は減少） △125,086 △92,360

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △38,000 △30,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） 12,328 △28,697

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △13,112 11,807

受取利息及び受取配当金 △19,112 △20,243

支払利息 2,712 5,906

持分法による投資損益（△は益） 69,259 74,221

有形固定資産売却損益（△は益） △0 －

投資有価証券売却損益（△は益） △22,310 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,005,735 303,978

棚卸資産の増減額（△は増加） △148,472 △93,691

仕入債務の増減額（△は減少） 3,948 4,895

未払金の増減額（△は減少） △147,280 △169,578

その他 △206,487 △308,046

小計 2,154,253 642,752

利息及び配当金の受取額 19,112 20,243

利息の支払額 △2,712 △5,906

法人税等の支払額 △231,037 △122,333

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,939,616 534,756

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △640,643 △944,537

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △103,757 △70,210

投資有価証券の取得による支出 △682 △801

投資有価証券の売却による収入 36,751 300

助成金の受取額 79,924 42,560

貸付けによる支出 △98,000 △40,220

その他 309 1,099

投資活動によるキャッシュ・フロー △726,097 △1,011,809

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △1,800,000 －

長期借入れによる収入 1,883,737 93,539

自己株式の取得による支出 △73 △150

配当金の支払額 △197,982 △230,977

非支配株主への配当金の支払額 △11,818 △4,783

その他 － △686

財務活動によるキャッシュ・フロー △126,136 △143,057

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,638 △69,122

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,084,743 △689,233

現金及び現金同等物の期首残高 4,707,970 5,682,017

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,792,714 ※ 4,992,784
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来は販売費及び一般管理費に計上しておりました販売手数料の一部については、売上高から減

額しております。また、有償受給取引については、従来は有償支給元への売り戻し時に売上高と売上原価等を計

上しておりましたが、加工代相当額のみを純額で収益として認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は155,947千円減少し、売上原価は47,179千円減少し、販売費

及び一般管理費は108,768千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響は軽微でありま

す。

　収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３

月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じ

る収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表

への影響はありません。

 

（追加情報）

(連結納税制度の適用)

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から連結納税制度を適用しております。

 

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務

対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。

 

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会

計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について、重要な変更はありま

せん。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 5,792,714千円 4,992,784千円

現金及び現金同等物 5,792,714千円 4,992,784千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月25日

取締役会
普通株式 197,982 6.0 2020年３月31日 2020年６月12日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

無配のため、該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月13日

取締役会
普通株式 230,977 7.0 2021年３月31日 2021年６月11日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月５日

取締役会
普通株式 98,990 3.0 2021年９月30日 2021年12月６日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
コンデンサ・
モジュール

電力機器
システム

合計

売上高      

外部顧客への売上高 7,011,686 2,871,416 9,883,103 － 9,883,103

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 7,011,686 2,871,416 9,883,103 － 9,883,103

セグメント利益 274,979 688,316 963,295 △871,517 91,778

（注）１．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

 金額

全社費用（注） △871,517

合計 △871,517

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

EDINET提出書類

株式会社指月電機製作所(E01899)

四半期報告書

15/20



    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
コンデンサ・
モジュール

電力機器
システム

合計

売上高      

外部顧客への売上高 8,265,944 2,661,654 10,927,599 － 10,927,599

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － －

計 8,265,944 2,661,654 10,927,599 － 10,927,599

セグメント利益 616,579 573,135 1,189,714 △884,095 305,619

（注）１．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

 金額

全社費用（注） △884,095

合計 △884,095

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益の算定方法を同様に変更しておりま

す。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高は、それぞれ「コンデンサ・

モジュール事業」で47,179千円、「電力機器システム事業」で108,768千円減少しております。なお、セグ

メント利益の金額に与える影響はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）
 

   
顧客との契約から
生じる収益

その他の収益 外部顧客への売上高

報告
セグメント

 産業機器 2,944,631 － 2,944,631

 自動車ｘＥＶ 3,361,857 － 3,361,857

 その他 1,959,455 － 1,959,455

コンデンサ・モジュール計 8,265,944 － 8,265,944

電力機器システム 2,661,654 － 2,661,654

合計 10,927,599 － 10,927,599

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 ０円59銭 ７円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
19,412 245,625

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
19,412 245,625

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,996 32,996

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

2021年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………98,990千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………３円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年12月６日

（注） 2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 2021年11月9日

株式会社指月電機製作所  
 

取締役会　御中

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 神　戸　事　務　所  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　 明　　 印  

 

 
 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 
公認会計士 千原　徹也　　印  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社指月電

機製作所の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9

月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社指月電機製作所及び連結子会社の2021年9月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる

証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することに

ある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じ

ている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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